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―11万県民の署名が問いかけたもの 

 

 

 

 

 

 

4月 14日午後開催された「みんなで決める会の報告集会」には、会場いっ

ぱいの 170 人以上が参加されました。この一年余の活動を映像で見た後、

多々良哲代表が県民投票運動のまとめを報告、鈴木事務局長が会計報

告、県議会や議員のとりくみなどを岸田清美県議（脱原発県議の会事務局

長）が報告しました。 

続いて、各地の活動として、この一年間、県民投票条例を求めて、たくさん

の方とともに運動を広げてきた様子がいきいきと報告されました。 

 「こういう活動ははじめての方も受任者になってくれたことで広がった」「運動を

してきて保守系の県議さんに話したのは今回初めて」「河北新報に投稿して載

った」「950世帯の町内で1000筆集めた」「選挙で野党と市民の共同を成功

させなければ」「有効となった署名は 11万1743人だが、署名用紙に書いてく

れた人は 11万 8796人、この数を受けとめよ」などの発言がありました。 

また、この運動に一生懸命にとりくんできた皆さんが、「これからどうするのか？」

を求めてここに参加していることも伝わってきました。 

「みんなで考え、みんなで決めよう」「県民の意見を聞いてから決めてほしい」

と求めてきた「決める会」の活動は、ここで一区切りをつけることになります。私

たちは、原発稼働について考え、無視できない県民の意思を署名の数で示し

ました。県議会は県民投票を否決しましたが、「重く受け止める」と言った県知

事・県議の行動に注目していきましょう。民意に応える県政にするために、あき

らめることなくねばり強く求め、頑張って行くことを確認して、閉会しました。 
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各地からの報告・会場発言（概要）は、2ページに。 
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女川原発再稼動STOP！放射能汚染ゴミ焼却 埋め込み反対！さらに強く大きな声をあげよう！ 
 

◆脱原発デモ・金曜デモなど 
＊旧古川地域：大崎 demo金曜デモ・毎週金曜 17時半・あさひ中央公園集合後デモ 

＊塩釜地域：塩釜きん発デモ・金曜 17時半下馬駅裏宮城民医連事業協前集合後デモ出発・5/3は休 

＊岩沼市:「原発ゼロ戦争させない岩沼歩き隊」毎月第 3金曜日 14時岩沼駅東口広場で集会後デモ 

＊仙台長町地域：第3水曜12時半～原発も戦争もNO！たいはくアクション・仙台長町・蛸薬師境内集会後デモ 

＊脱原発みやぎ 金曜デモ仙台中央部 「女川原発再稼働するな！子供を守れ！汚染はいらない！みやぎ金曜デモ 」 

           4/19(金)＝18:10集合18:30デモ出発 

 4/28(日)＝14:00集合14:30デモ出発すべて勾当台公園野外音楽堂 
  

◆4月20日(土)14時～市民交流シンポジウム「韓国市民運動から学ぶ平和へのステップ」 於・仙台弁護士会館 資料代500円 主催・実行委員会 

                             第一部・基調講演：イ・ジュンキュ氏 第二部・北東アジアの平和はどう作る？ 

◆4月24日(水)13時半～15時半女川UPZ住民の会第4回総会・記念講演「女川原発災害時における「広域避難計画」の問題点とその実効性は？ 

 講師・小野寺信一弁護士 於・涌谷町公民館交流ホール 

◆5月 1日(水)10時～メーデー宮城県集会 於・ 

◆5月3日(金)13時～5・3憲法を活かす宮城県民集会  於・仙台国際センター 

講演:石井暁さん(共同通信社編集委員)｢戦争法後の自衛隊の変質と安倍改憲の真の狙い｣ 

主催:宮城憲法会議・憲法をまもる市民委員会・宮城県護憲平和センター・みやぎ 9条懇話会 

◆5月15日(水)14時～ドキュメンタリー映画「OKINAWA1965」於・塩釜市公民館視聴覚室 主催・治安維持法国賠同盟塩釜支部 協力金300円 

◆5月15日(水)13時半~公開講座：女川原発国際基準なら不合格!?審査の「さじ加減」を批判する 講師・舘野 淳氏 宮城県民会館４F401 

                                  講座終了後年次総会を開催します。  主催・原発問題住民運動宮城県連絡センター 

◆5月18日(土)13時半～甲状腺検査公開報告・交流会 於・東北教区センター「エマオ」主催日本キリスト教団東北教区放射能問題支援対策室いずみ 

◆5月25日(土)9時~16時半 終わらない原発被害Ⅱ～裁判闘争に立ち上がった池月の住民との交流～) 共催・宮城県食健連・宮城県農民連 

                                                            参加費2000円バス昼食代込み(募集25人) 

◆5月26日(日)10時~15時 甲状腺エコー検査じょっこ検査 会場：石巻中央公民館  資料代500円 主催:子どもの健康を考える会いしのまき 

                                             定員40名 予約・問合せ＝放射能問題支援対策室いずみ022-796-5272 

◆5月26日(日)仙台子どもまつり 於・仙台市三神峯公園 主催・実行委員会 

◆6月5日(水）8時半~17時 東日本大震災から8年復興教育と地域再生をめざす石巻市雄勝のとりくみに学ぶ 講師・小川静治氏・徳永博志氏 

参加費・5000円(‘バス代・保険・昼食含む)主催・婦人民主クラブ宮城県支部協議会 

◆6月7日(金)18時～原発労働者の健康問題 講師・各務竹康氏(福島県立医大准教授)於・戦災復興会館４F 参加費500円 

主催・宮城県働く人の健康と環境改善を進める会  

◆6月８日(土) 東日本大震災復旧復興みやぎ県民センター総会 於・戦災復興会館２Fホール  

◆6月9日(日)13時～「変えよう！アベ政治 ストップ！改憲発議 ６・９宮城県民大集会」於・仙台市錦町公園 主催・県民集会実行委員会 

◆6月15日【土】13時半～女性ネットみやぎ7周年記念  
武藤類子さん講演会「原発事故から8年福島の現状と判決を迎える東電刑事裁判」 

                                                  於・仙台弁護士会館 主催・女性ネットみやぎ 参加費500円 

◆6月16~23日 国民平和行進 宮城県内行進～20日仙台錦町公園で合流集会後、市内デモ 

◆6月30日(日)13時半~15時半 宮城県の放射能汚染と内部被曝  講師・三田常義氏[みんなの放射線測定室てとてと] 栗原・大崎・仙南各地からの報告 

於・仙台シルバーセンター  主催・脱原発仙台市民会議 共催・放射能汚染廃棄物一斉焼却反対宮城県民連絡会 

◆7月4日 参議院選挙公示～7月21日投票 

べ100人位参加した。どんどん広がり、630 集めた女性もいた。 

＊あいコープでは、配送車に受任者用紙を乗せてとりくんだ。岩沼

の若い女性は、「大変ですね～。でも、民意が反映されるのはいい

ですよね。」と署名した。県議会傍聴では、傍聴者席から、音を出

ないけど湧き上がる怒りのエネルギーが伝わった。私たちができること

は選挙に行くこと、再生エネルギーで世の中が回るようにすることだ。 

＊地域で、署名しない人は 2~3%くらい。学校や地域で、主権者

運動を広げるのが重要だ。 

＊11月に河北に投稿し、県議会が始まる直前 2/12に載った。こ

れから何をすればいいか考えており、マスコミ投稿も重要と思う。 

＊ホームページ・フェイブック・ツウィッターなどで、今の動きや情報を

少しでも早く知らせて、すぐとりくめるようにすることが重要。 

＊県議が一人区には、野党・市民の共同候補を立てられないか？ 

＊「決める会」の今後の運動は？残った予算で意見広告はどうか？

 
 
 

 ② 

いまから何をするのか？できるのか？「原発再稼動は何としてもＳＴＯＰを！」の熱気あふれて  
～集会での各地からの報告や質問・意見（概要）～ 

 
＊気仙沼では、9月6日の学習会から始まり、一人で700筆以上

も集めた受任者もいて、5954筆 10.67%を集約した。4千は地

域で 2 千は護憲平和センターで集め、共同で提出した。4 月 10

日にまとめの集会をした。県議会と民意の乖離を強く感じている。 

＊女川では、6月 29日の学習会からで、全戸訪問などで 21％の

方が署名した。仕事上関係があると断る人もいたが、町民はモノを

言えない息苦しさの中で生活しており、県民投票はやりたかった。

県議会の結果を全戸に報告した。今は10キロ圏内の避難対策に

ついて多くの問題が浮き彫りになっている。 

＊泉区では、7 月に泉区連絡会を立ち上げ、事務局を置いてとりく

んだ。泉区 10 万世帯に 6 万のチラシを配り、毎週の街頭署名や

地域訪問して 1万 1千筆を集め仙台 5区の内ではトップだった。 

＊太白区では、9月 5日に多々良さんで学習講演会を開催し、各

団体ごとに集めることにして、土曜は街頭署名行動にして 11回の 


